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第1項　感性的認織と理性的認識

　　「感性」という定義は生理学的には存在せず、「感覚」により統合された高次脳機能の一つと考えること

ができる。

　ルピンシュテインs｝は、「世界の感性的認識としての知覚」という概念で抽象的認識の感性的段階と論理

的または理性的段階をr単一の過程」と規定し、また、ロシアの著名な生理学者・パブUフ3］は、言語に

よるシンポル約抽象性を、動物と共通の感覚によるf第一信号剰と区分して「第二信号系1と規定した。

　柘tw　9｝は、行藪の発達過程にっいて、1）神経系に支配されない行動、すなわち神経系を欠く動物、2）第

一儀号系にょって支配される行動、すなわち腔腸動物から類人猿、3）第一一と第二信号系によって支配され

る行彙、すな穀ち人鍵、と区分し、第三段階において鑓意的（veluntary）と意志的（velitiertal）な運動

が握窪Lて㌍ることから、その両者の相違を解明してゆくことが精神病理学的に重要であることを指摘し

てPる吾

　呈葺縫フ毒ま、欝き取りからの暗算の思考過程を検討し、言語運動筋群の筋電図にtenieとphasicの二

っ轟嚢糞璽毒萎ことを報告し、前者を比較的圧縮（減衰｝された内的言語、後者を比較的展開された（語

毒嚢嚢轟毒る瞬ま潜在的発音過程自体）内的言語に対応するものと規定している。そしてphasieな成分は

遷灘量議懇解操時」にtOllicな成分に重憂して発現し、簡単な計算時にはtonieな背景水準を越えて顕在

甕す萎こと轄ないと報告している。

　轟蕎劔碑ま、随意運動にお｛ナるvoluntary＝velitienal　leepによる制御という、感覚性制御と言語性制撫

と轟聾つ㊤成分とその相互移行性の存在を指摘し、「運勤習熟」の概念に関わって．プー二7）の指摘する

ξ轟養奉慧識状態ユに相当する可能性を指摘した。

　こ轟姦で、身体運動に関連した惑性的f認識」は、前言語的で未発達な感性的段階とは異なり、理性的

難嚢へと至r｝た段階での運動習熟における感覚性一言語性制御に対応した「非言語的」な「特殊な意職状

i嚢1を簗襲するものと考えることができる。

嚢妻璽i魏嚢褒応と自律神経反応

　WWPt壌實i睡白段織での身体運巌に関わる重要な鐙子に自律神経反応がある。自律神経系反

霧霧i摩嚢＝箋嚢・糞鑑・内分泌機能等に麗連しており、呼壕以外｝ま；意識的制御llま困難とされ、運曇

藷隷茎藁謬箏一菱轟紅も蜜接に隣連しているe

　妻妻篭轟i嚢藁妻毒轟真三撰糞繋ま、上行性に大脳皮質感覚野に行くとともに、いわ建る「辺縁系」に伝達

き慕て譲鱗を嚢き蓬こすといわれている。この辺縁系のうちf帯状痙」は意欲1こ関孫し、f嘉縫体持ま

嚢・季嚢莚コ轟轟鐸鐘灘1こ聾応し、幕挑体と海轟は惑覚系からの入力を受けており、恋野巷｝は、麓頭前

肇i寮繍嚢蕪喜霧轟毒ニュー燈ン曇彗妻彙と記憶をつなぐ重要な役翻を果たしていることを摺擢もている。ま
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たパ脳頗の3・％を占める前鍵合里予は認考学詩儲噛欲哺情靱）離にかかわっており、

人間の情動反応はきわめて高次な脳機能として統合されているa

第3項　自律神経活動と瞬時心拍変動

　1981年Ak5elrodら1）によって記録されたイヌの瞬時心拍変動のスペクトル解析結果は、自律神経系に

よって影響されている一拍ごとの心拍ゆらぎ（R・R間隔）を定量的に明らかにする可能性を示した点で画

期的であった。

　心拍ゆらぎのスペクトル解析と自律神経系遮断薬（PROPRANOLOLやATROPIN）投与によるピーク

スペクトルの変化との関連から、現在、VLF成分（O．05Hz付近）は体温調節性の影響を、　LF成分（0ユHz

付近）は血圧のフィードバック調節機構の影響で交感神経活動と心臓迷走神経活動（副交感神経活動と関

連）を、HF成分（0．3Hz付近）は呼吸周期の影響で心臓迷走神経活動、　LFIHF比は交感神経活動を反映

すると考えられている2）4〕。

　山崎ら12｝13）は、自転車ペダリングやランニングというリズミカルで持続的な運動実施時の瞬時心拍変

動を検討し、心拍数（R・R間隔）の変動以上に瞬時心拍変動のスペクトルが大きく変動していることを報

告した。そして、運動遂行中の「爽快感」「充実感」といった内省報告との関連から、この各周波数スペク

トルの変動と主観的運動強度（RPE）やエネルギー生産に関わる糖動員性との関連について検討している。
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6000mランニング中のペース変化前後の瞬時心拍スペクトルの変化

　運動実施中の自律神経系に関連した変動を評価する重要な方法の一つが、時計型のハートレートメモリ

を用いて「非拘束的」に記録した瞬時心拍変動のスペクトル解析であると考えられる。
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